
プルーストにおけるアルゼンチンタンゴのイメージ
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　プルーストの『失われた時を求めて』は、当時の社会
情勢、知的潮流などの全ての記録としての、「知の百科
全書」的な作品であるとはよく言われることである。記
憶の小説であるこの虚構的自伝は、特にパリの上流社会
を見事に映し取った作品として扱われ、社会学的な資料
としての価値も非常に高い i。当時の知的状況を見事に
切り取り、それらを材料として独自の世界観と独自の文
体で練り上げられた小説が、20世紀フランスを初め、多
くの哲学者に多大なインスピレーションを与えたことも
よく知られている。特にプルーストが「ポストモダン」
と呼ばれる思想潮流のなかにあって、もっとも尊敬を集
め引用された作家の一人であったことにも、疑問の余地
はない。ところがこの作家は哲学的観点から見ると、そ
のような意味で極めて20世紀的な作家であると共に、19
世紀的なドイツイデアリスムの影響も強く受けているこ
とが、浩瀚な文献学的研究からも明らかになってい
る ii。ダンテ、シェイクスピア、ゲーテなどと並び、西
洋思想を理解する基本的な教養の一つに数えられること
も多いプルーストではあるが iii、同時にその哲学的射程
を正確に捉えることは非常に難しい。一方でまたプルー
ストは同性愛者の作家として、クイア理論の展開の中で
も多く言及される作家である。ところが、ジッドのよう
なある意味で楽観的なカミングアウト系の作家とは対極
に位置するのも事実である。実人生では男性であった恋
人を、女性の登場人物として造形し作品の中に組み込ん
だり、主人公に最も近い存在である話者には、一切同性
愛的な傾向を持たせなかったりと、プルースト特有の「偽
装」が作品内に散見するので、その解釈もまた困難を極
めるのだ。
　そのような意味で、極めて多彩色で、正鵠を射た的確
な分析が難しいプルーストであるが、本稿ではそのよう
な点を踏まえて、プルーストにおけるアルゼンチンタン
ゴの表象について分析を行う。アルゼンチンタンゴは、
プルーストの作品で重要な機能を持つイメージではな
く、カテドラルや鐘塔その他、作品内に頻出する多くの
重要な比喩やイメージとは一線を画する。ゆえにプルー
ストとタンゴの関係についての論考は極めて少ないこと
にも不思議はない iv。実際プルーストはタンゴにそれほ
ど興味を示したわけではなく、小説内でタンゴの言葉が
使われているのは ３ 箇所だけで、いずれも小節内の重要

なシーンとは言い難い。とはいえ、のちに見るように、
プルーストならではの慧眼で、20世紀初頭フランスから
爆発的人気を得たアルゼンチンタンゴの特性がよく捉え
られていると思われる。そこでまず本稿では世界舞踏史
的な視点から、アルゼンチンタンゴが如何にパリに輸入
され、それをプルーストが如何に作品の中に取り入れた
のかを見る v。さらには思想史的観点、特に身体論の視
点からも、プルーストの使うタンゴのイメージは非常に
示唆に富むものであることを確認する。また、プルース
トは作品内でシャルリュス男爵のセリフの中に「タンゴ」
という言葉を入れ込んでいる。同性愛者であり、極めて
知性的であり、諧謔的であり、怪物的である、シャルリュ
ス男爵、ロベール・ドゥ・モンテスキウをモデルとし、
バルザックのヴォートランとも並ぶ、フランス文学史上
屈指の個性的な人物であるシャルリュス男爵であるが、
プルーストはその彼にタンゴを語らせるのである。この
ようなタンゴのイメージの使用法も、昨今のクイアタン
ゴの隆盛を考慮に入れると、未来を予言しているかのよ
うな驚くべき使用法だと言える。本稿ではその点につい
ても分析の俎上に上げる。そのような観点から、プルー
ストにおけるタンゴのイメージが、文化史的観点、思想
的観点、クイア論的観点から見て、非常に興味深い例と
なっていることを示すのが、本稿の目的である。

１ 　パリにおけるアルゼンチンタンゴ熱

　音楽史、舞踏史の大家、クルト・ザックスが指摘する
通り、20世紀初頭のヨーロッパのタンゴの流行は、一つ
の熱病であり、舞踏史的には20世紀は「タンゴの世紀」
である、とさえ言えるほどであった vi。1910年台のパリ
の社交界を中心に大流行するこのダンスは、ヨーロッパ
全土にある種のスキャンダルをもたらす文化事象でも
あった。20世紀前半、パリ社交界についての報告記事を
多く発表しているガブリエル＝ルイ・プランゲ（1885-
1965）は、当時とある伯爵夫人が「このダンスを踊るに
は、肉体関係を持つ必要がなくて？」と囁くのを尻目に、
若い人達がタンゴに興じていた、との記録を残してい
る vii。性的関係なしにはこのダンスを踊ることなど考え
られない、とされるほどのこの「いかがわしい」舞踏は、
品行方正な人々の眉を顰めさせ、教会の反発を買うほど、
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キリスト教文化圏では反社会的であった。しかしながら、
19世紀半ば、ブエノス・アイレス、モンテビデオで生ま
れたこのペアダンスの魅力は、人々の心を掴んで離さな
かった。社交界の貴族は、タンゴお茶会（thé-tango）、
タンゴとシャンパンの会（champagne-tango）、チョコ
レートとタンゴの会（chocoloat-tango）、タンゴ夕食会

（souper-tango）、タンゴ夜会（dîner-tango）など、様々
なイベントを理由に朝から晩まで踊り続けた。今やタン
ゴを頻繁に踊る人は世界で100万人に達していると言わ
れているが、それも当時のタンゴ熱の余波が今現在も
残っていることの証左である。
　そのようにパリで大人気となったアルゼンチンタンゴ
とは、舞踏史的観点から見るとどのようなダンスなので
あろうか。多くの民族舞踏は国境の壁を越えることがで
きず、グローバルなレベルで愛好者を産むことはできて
いない。盆踊りがラテンアメリカで日系の人々によって
輸入されることはあっても、それはヨーロッパで流行り
はしない。面浮立などの伝統芸能も県境を越えるか超え
ないかのものであり、だからこそその土地固有の文化遺
産ともなっている。その意味ではタンゴは完全にノマド
化した旅する舞踏である viii。日本初の暗黒舞踏も海外で
熱烈なファンを産んではいるが、タンゴやサルサ、キゾ
ンバのように世界化するとも思えない。もちろんそこに
はマーケティング、社会事情の偶然もあるであろう。と
はいえ、ワルツやサルサなどと並びこれだけ世界中に愛
好者を生むというのは、如何にアルゼンチンタンゴとい
うダンスシステムが優れているかということの証明でも
あろう。いずれにせよタンゴは、民族舞踏が世界舞踏と
化した一つの稀有な例であった。
　アルゼンチンタンゴは、ラプラタ川沿岸の移民社会で、
様々な要素が混在してできた文化的なある種のカオスで
ある。黒人舞踏、カンドンベのリズムをベースに、ヨー
ロッパの宮廷舞踏、カドリーユ、ワルツ、キューバのハ
バネラ、チリのサマクエカなどのダンスが混ざってでき
たとされる。ラプラタ川の港町で、あまり裕福とは言え
ない人々、おそらくは売春業に携わるような社会の底辺
に位置するような人々が、憂さ晴らしに考え出した踊り
がタンゴである。貧困、移民のストレス、現地住民との
軋轢や摩擦、妥協と融和の中で、ヨーロッパ祖国への郷
愁がかき立てられる。そのような情況の中でヨーロッパ
文化と植民地の土着の文化、強制連行された黒人奴隷の
文化が融合しアルゼンチンタンゴができあがるのであ
る。タンゴは、極めて国際的であり、混沌とした文化の
坩堝の中で、ある種の連帯、友愛の精神と共に育まれて
きた大衆の舞踏の形式であると言えるだろう。
　アルゼンチンタンゴは、もちろん舞踏だけではなく、
音楽、詩という ３ つの領域が互いに影響しあって発展し
てきた、総合的な大衆芸術である ix。音楽としては、最
初は移民達が手軽に持ち運びできたバイオリン、フルー

ト、ハーモニカといった楽器で演奏されていたとされる。
集合住宅兼売春宿のような場所、場末のカフェや酒場な
どで、酔っ払いの囃子声や手拍子や罵倒に合わせて、雑
に演奏されていたことと思われるが、正確な記録は何も
残っていない。ついでピアノとさらにはバンドネオンや
ウッドベースが順次加わっていき、演奏の場所もバーか
ら、ダンスパーティの会場、カフェコンサート、さらに
は劇場へと移っていった。各々の楽器が持つ特性、そし
てその楽器に「選ばれた」音楽家が名曲、名演奏を生み
出し、それが大衆に消費されて、あるものは受け継がれ
発展し、あるものは忘れ去られていく。そんなダイナミ
ズムに乗せられ、当時の民衆の状況を反映した歌詞が多
く作られた。遠い故郷の思い出、哀愁、特に過ぎ去った
時間に対する追憶の念、しばしばそれは恋愛物語であり、
特に捨てられた男が持つ恋人への未練であったりしたの
だが、そんな曲が好んで歌われた x。そしてそんな音楽
や歌の歌詞に合わせて、美しいステップが生み出され、
受け継がれ、変化し、忘れ去られていった xi。
　そのようにアルゼンチンの大衆文化として洗練し、進
化していったアルゼンチンタンゴだが、本国の上流階級
からは、下層階級の下品な気晴らし以上の意味は持って
いなかった。それが大西洋を越え、アルゼンチンの加工
肉と共にフランスに渡り、上流階級に持て囃されるよう
になってからは、全てが変わった。ローカルな文化がヨー
ロッパ全土に広がり、多くのアルゼンチン人ダンサーが
教師として海を渡り、アルフレッド・ゴビ、アンヘル・
ビジャルドはじめ多くのアーティストがレコーディン
グ、演奏活動のためにフランスにやってきた。フランス
生まれのアルゼンチン詩人、リカルド・ギュイラルデス
が、社交界でタンゴを踊り大喝采を浴びたのを皮切りに、
ブエノス市民の憧れの的であったパリの地で、タンゴは
上流階級の文化として生まれ変わるのである。パリがタ
ンゴの発展を支える場所となったことは、多くの名曲に

「パリ」の名がみられることからも分かる。1900年のパ
リ万博以来、エキゾチズムがますます隆盛となり、ワル
ツやカドリーユの単調性に飽きた社交界の名士達は新た
なダンスを探し求めていた。そんな時代の雰囲気にアル
ゼンチンタンゴは見事にフィットしたのである。
　プルーストの時代には社交界で流行っていたダンスと
してボストン、グリズリーがあるが、そこにアルゼンチ
ンタンゴが食い込んできており、プルーストはそれを作
品に組み込むことになるのだ。一つ重要な点として、こ
の時代のアルゼンチンタンゴについて大論争が起こって
いたことを忘れてはならない。アルゼンチンタンゴ肯定
派と否定派の争いである。否定派は主にキリスト教側、
トラディショナリストの側であるが、最終的に教皇まで
話が及んで、タンゴダンサーが実際教皇の前でダンスを
踊り、そして禁止令が解かれた、というところまでいっ
たのである。タンゴをめぐる議論がヨーロッパ中を駆け
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巡ったのが、1910年代後半であった。そのようにして、
20世紀初頭、ヨーロッパに広まったタンゴ熱、タンゴを
踊りたいという欲望は、ヨーロッパの国境を越え、文化
を超えてアジア諸国、アフリカ諸国にさえ至ったのであ
る。

２ 　花咲く乙女達とアルゼンチンタンゴ

　プルーストは「花咲く乙女達の影で」で、20世紀初頭
のフランスでのタンゴの流行をユダヤ性、同化ユダヤ人
の問題と共に作品の中に組み込んでいる。

常に行動をともにし、異分子と一切交わることなく、
ブロックの従兄弟と叔父、さらにはユダヤ人の集団
は、カジノに行き、女性は舞踏会に行き、男性はバ
カラに行ったりするのだが、彼らは同質の一団を作
り、彼らを見る人々、彼らと決して挨拶はしないが
毎年そこで見かける人々とは全く違った一団を形作
るのであった。それらの人々は、カンブルメール家
の人々、首相の取り巻き、あるいはグランブルジョ
ワ、プチブルジョワ、はたまたパリの穀物商の一団
であったが、そこのランスの彫像のような、美しく、
気高く、人を笑い物にする、フランスの娘達は、育
ちの悪い娘達の群れとは決して交わろうとしなかっ
た。その育ちの悪い娘は、海辺の流行を気にしては
いるのだが、エビの漁に行ってきたばかりか、タン
ゴを踊っているかのような雰囲気なのだった xii。

パリ社交界の寵児となり、フランス社会に同化したユダ
ヤ人の成功例としてスワンがおり、そのスワンにバル
ベックへの欲望を吹き込まれ、ノルマンディの避暑地に
主人公がやってくる、というのが小説の設定である。そ
して主人公がそこでみたものは頑なに同化を拒否するユ
ダヤ人のグループであった。相互に「挨拶」も交わさず、
決して交わらないユダヤ人グループと上流階級、フラン
スの育ちの良い人々とユダヤ人コミュニティとの異質性
が強調される。しかしながら小説最終部では、そのよう
な全ての境界線が越境され、社会が変化していく様が描
かれていく。つまりプルースト特有の「時の破壊作用」
を描くための周到な準備であるわけだが、そこでタンゴ
という言葉が登場するのである。タンゴは育ちの良い娘
達が眉を顰める類いのもので、育ちの悪い娘の占有物で
ある。そんな娘達はエビを取ってきたばかりの、生臭い、
エレガンスに欠けた、野蛮な姿で、タンゴを動物的に踊
るような娘達である、といったイメージが提出されるの
である。
　ところで、このエビのイメージに代表されるこの動物
性、さらにその肉体性そのものは、プルースト、もっと
いって、19世紀末イデアリスムの系譜に連なる作家に

とっては、躓きの石である、「身体」の問題であっ
た xiii。ヨーロッパの伝統的な知性主義、精神主義にあっ
て、身体が軽視されてきたことはよく知られている。キ
リスト教の伝統、デカルト以来の近代哲学も身体の問題
を精神の問題より下位におき、それ故に多くの身体論が
生まれてきた。だからこそニーチェ以降、身体の復権と
でも言える身体論の隆盛があるのだが、ユイスマンスか
らバレス、ヴァレリーに至るまで、ショーペンハウアー
やドイツ観念論に影響を受けた、イデアリスムの作家に
とって、身体の問題は解き難い謎として現れてくる xiv。
だからこそ例えばヴァレリーは特異な身体論と舞踊の哲
学を打ち立てることになるのだ。
　プルーストは独自のやり方で身体の問題を作品に取り
込んでいく。しばしばヴァレリーと対比される、作品冒
頭の眠りの描写もそうであるが、ここでは身体の問題が
嫉妬のテーマと結びついて作品の中に展開していくこと
を指摘したい。プルーストにあって嫉妬のテーマは物語
を駆動させる重要な要素である xv。スワンのオデットに
関する嫉妬、主人公のジルベルトに対する、アルベルチー
ヌに対する嫉妬が作品を構造化していることは、プルー
ストの読者には馴染み深いものである。プルーストの場
合、常に嫉妬に関する同じ心理的モデルが反復されるの
だが、例えばジルベルトに対する話者の嫉妬に関しても、
ダンスと身体の問題が入り込んでくる。

最後に私がジルベルトに会いに来た時、雨が降って
いたが、彼女は知り合いの家にダンスのレッスンに
招かれており、その知り合いは、私をそこに連れて
行けるほどは知り合いではなかったのだ xvi。

重要なのは、このような小説の舞台設定にあって、主人
公が原理的に行くことのできない、排除されている空間
で、恋人が肉体的なある種の快楽を味わいそれに夢中に
なっている、ということである。
　別のシーンでは、ジルベルトがボストンを踊りに行き
たいのに、主人公が彼女の家に来たためダンスに行けな
くなり、機嫌を悪くするシーンが描かれる。

その日、ジルベルトは、計らずもダンスを楽しみに
行けなくなった原因である、私に対する恨みからか、
怒りを察した私が予防線を張っていつもより冷たい
態度をとっていたのだろうからか、ジルベルトの顔
からはあらゆる喜びが消え、あからさまにその形が
歪んでいった。どうやらその顔は、パドゥキャトル
のステップに対する憂鬱な哀惜の念を午後の間中表
明し、私を始め全ての人に彼女にボストンワルツを
好きにさせた微妙な理由などわかるはずもないだろ
う、と挑発しているようだった xvii。
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このように、ダンスとは、恋人の欲望を激しく掻き立て
るものであり、それが奪われた際には、恋人の顔から喜
びが消えてしまう。言ってみれば、ダンスは恋人が自由
を謳歌する際の一つの象徴でもあるだろう。もっと言え
ば、彼女が他の男性とダンスに興じている際、恋人の身
体とは、主人公にとって謎の官能性であり、解き難い問
題であり、嫉妬がその周りに展開し膨張していくことに
なる。恋する人は、恋人の身体の所有欲に取り憑かれて
おり、そして恋人の身体は常にその所有から逃れて、自
由に遊走する。その際、恋人の身体は「踊る」のである。
プルーストのビジョンの中では、恋人は、あり得たかも
しれない恋人の浮気の可能性、その潜在的な可能性に怯
え、不確かなイメージに取り憑かれ、原理的に解けない
問題の解を探し続けることになる。このプルーストの描
く嫉妬の地獄にあって、知性がコントロール出来ないも
のとして、踊る身体の問題があるのである。プルースト
にあって、この女性の身体の問題はレズビアンの、「ゴ
モラ」の世界へと直結するだろう。
　またバルベックのダンス界の寵児、オクターブはやは
りボストンとタンゴの名手として設定されている。後に
演出家としてその才能を開花させるオクターブである
が、花咲く乙女達の影での段階では、知性のかけらもな
いスポーツだけの人間として描かれている。これも知性
ではなく、身体の側にオクターブとダンスの世界を位置
付ける作家の意図が見て取れるだろう。

オクターブはカジノでボストンとタンゴのコンクー
ルで賞をとっていた。もし彼が海辺の人々の中で良
い結婚をしようとしたのなら、それを可能にしてく
れるのがそんな賞なのである。そこでは若い娘は彼
らの「ダンサー」と結婚するのは比喩的な意味では
なく、実際そうなのである。彼はタバコに火をつけ
て、アルベルチーヌに言った。「いいかな？」あた
かも話しながら差し迫った仕事を終わらせる許可を
求めるように xviii。

オクターブはラシェルの愛人であり、アンドレと結婚す
ることになるのだが、主人公にとっては、非知性の側、
肉体の側に立つ、反教養、反エスプリの世界の代表格の
ような人物である。そのオクターブはタンゴを踊り、バ
ルベックの海辺の花咲く乙女達のある種のスターでもあ
るのだ。知性的でダンスをほとんど踊らない、あるいは
踊れない主人公であるが、彼が入りこめない空間、非知
性的で分析や考証から逃れ去る空間にはダンスがあり、
踊る身体があるのである。そしてそのような身体が嫉妬
を生み、主人公は終りのない調査を強制させられること
となる。このような情況設定には、当時のイデアリズム、
身体の位相がよみとれるであろう。
　ところでこうしたバルベックのタンゴの世界について

の描写は、当時のノルマンディのタンゴ熱を背景にした
もので、当時の読者にとっては明確な参照項があっ
た xix。バルベックというのは架空の都市で、ノルマン
ディーにある上流階級の避暑地として設定されており、
そのモデルはカブールとされているのだが、実際カブー
ルより北に10キロほどのところにドゥーヴィルという街
がある。ここも当時上流階級が避暑に集まっていた街で
あり、サンという風刺画家がまさにこの街におけるタン
ゴの流行を風刺画の画集『タンゴ街』 として発表してい
るのである。ドゥーヴィルのタンゴ熱を皮肉たっぷりに
描いたこれらの風刺画は、当時の状況を知ることの出来
る非常に興味深い資料である xx。

この画集では、プルーストの社交界の知人でもあった、
ノアイユ公爵夫人、シャルリュスのモデルであるロベー
ル・ドゥ・モンテスキウさえもが、タンゴを踊っている

（図版）。詩人であり、作家でもあるモンテスキウは、自
身の作品の中で、当時の社交界の描写をしているが、そ
こにも当時の流行であったタンゴが何度も登場する。モ
ンテスキウ自身の価値観を表していると思われる語り手
がタンゴを語る口調は、かなり肯定的なものである。

かの有名なタンゴがかかった。それはより率直で情
熱的だった。魅力がないわけではない、ある種の東
洋風の単調なメロディ、耳うるさい、官能的な呟き
のような歌声が、タンゴにリズムをつけ、動きを与
えていた xxi。

アルゼンチンタンゴの官能性、その魅力は、シャルリュ
スのモデルの一人であるモンテスキウ、皮肉好きで、パ
リ随一の洗練された趣味人であるモンテスキウにも認め
られていたのだ。
　プルーストは、当時流行していたタンゴを作品の中に
埋め込んでいく。その官能性、肉体性、野卑なダンスは、
作家特有のメタファーの世界に取り込まれていく。タン
ゴは実際最初はひどく育ちの良い婦人達から眉を顰めら
れたものであったが、スキャンダルを巻き起こしながら、
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全ての階層に広がっていき、階級の垣根を破壊していく
のである。そのことは実際「逃げ去る女」でシャルリュ
ス男爵によって語られることになる。

３ 　シャルリュス男爵とアルゼンチンタンゴ

　シャルリュス男爵とは、プルーストの生み出した怪物
的人物である。ユイスマンスの『さかしま』の主人公、
デゼッサントのモデルとなったロベール・ド・モンテス
キウが、そのシャルリュスのモデルでもあることは確か
だが、一世を風靡したデカダンスの主人公デゼッサント
と比べてもシャルリュス男爵の異質性は際立っている。
大貴族であり、聖職者の資格も持ち、カトリシズムとフ
ランス文化の粋を体現したような、知性と気品あふれる
人物として設定されているシャルリュス男爵。しかしな
がら、そこにプルーストは、「呪われた人種」としての
同性愛者、「男女」であり傲慢なマゾシストであるとい
う設定を持ち込むのである。フランス的な知性と趣味を
持ち合わせたゲイのマゾシストであること、それは突飛
な人物造形のようにも見え、実際その通りなのだが、同
時に『失われた時を求めて』の話者が語ってみせるシャ
ルリュスにあって、それらの要素が非常に自然に結びつ
いているようにも見える。シャルリュスの狂気、といっ
ては単純に過ぎるだろう。カトリシズムとフランス的知
性に潜む抑圧、すなわち知性的探求、分析への拘泥、批
判精神の実践、芸術的な趣味の洗練に、同性愛の禁止、
モラルへの渇望、それらの理性的活動が高度に実践され
つつも、全てが「自然に」裏返ってしまうのがシャルリュ
ス男爵ではないのであろうか。その意味では、フランス
文化の裏側、抑圧の部分を見事に表現しているのだとも
考えられる。実際『見出された時』のシャルリュスの言
葉には、フランスならではの明晰さと狂気と嘘に満ちて
いる。戦時下、そのドイツ趣味が読者に明らかになった
段階で、プルーストはシャルリュストと主人公の間に以
下のような会話をさせている。

「フランスそのものであった、芸術と残存する歴史
の全ての混合物が破壊されてしまった…今日聖フィ
ルマンの高々と掲げられた腕が破壊されているかは
知らない。しかしその場合、世界でもっとも気高い
信仰とエネルギーを崇高に表明していたものがこの
世から失われてしまったことだろう」。―私は答え
た、「それらはシンボルにしかすぎません。私はあ
なたと同じようにある種の象徴が大好きです。しか
しその象徴のために、その象徴が表す現実を犠牲に
するのも馬鹿げています。あらゆる大聖堂は崇拝さ
れるべきですが、その大聖堂を保存するために、そ
の大聖堂の教える真実を否定しなければならない日
が来たら、その崇拝も終わりでしょう。聖フィルマ

ンの、軍を指揮するかのように振り上げた腕は、こ
う言っていたのではないのでしょうか。『名誉がそ
れを求めるなら、我々は壊されてもいい。石の美は、
人間の真実をいっとき定着した点にこそ由来するの
だから、石のために人間を犠牲にしてはいけない』
と」。「おっしゃりたいことはわかる」とシャルリュ
ス氏は答えた、「バレス氏は、やれストラスブール
の彫像だ、やれデルーレード氏の墓だと、遺憾なが
ら我々にあまりにも多くの巡礼をさせたが、ランス
大聖堂それ自体は、我らが兵隊たちの命ほどには大
切ではないと書いた時は、恵み深くて胸を打つもの
があった。この断言に照らすと、彼の地で指揮をとっ
たドイツの将軍が自分に取ってランス大聖堂は、一
ドイツ兵の命ほどには大切ではない、と言明したこ
とに、我が国の新聞各紙が激怒したことなぞ、なん
とも滑稽に見えますな xxii」

これがどれだけ強い表現なのか、日本で生まれ育った著
者には想像しかねるのであるが、このテクストはフラン
ス的、カトリック的な矛盾と緊張感を十全に散りばめた
テクストになっている。同性愛に対する絶対的な禁止、
2000年に渡る抑圧の中で作り上げられてきた文化圏、そ
の成果の一つであるカテドラルに対する絶対的信仰がま
ずあるだろう。すなわち、自らの存在がその上で成り立っ
ている、自分のアイデンティがその上に形成されている、
という事実がまずあるのだ。しかしながらシャルリュス
氏の身体、その欲望は、自らの文化的アイデンティティ
を内側から喰い破っていく。そのような肉体性がここで
も問題になっている。まさにここにはステファン・
ショーデイエが見事に分析してみせたような、冒涜的、
異教的なカテドラルが問題になっているだろう xxiii。全
ての言動に、隠匿された同性愛的欲望が見え隠れしてし
まうシャルリュスであるが、自身聖職者の資格も持つ彼
が、聖フィルマンの彫像は信仰のもっとも崇高な象徴で
ある、と主張する時に、そこにはある種の誠実さ、自身
の文化に対する深い畏敬の念が表明されている。と同時
に、その象徴のために実際の兵士を犠牲にしてはならな
い、という、いわば分かりやすい論に同意するシャルリュ
スの言葉は、キリスト教を裏切り、親族に嘘をつき続け、
恋人も欺き続け、さらには自分の畏敬するキリスト教文
化をも裏切り続けることを運命づけられた、悲壮な同性
愛者の言説と成り代わるのである。
　そのような矛盾と強度に満ちた台詞を連発するシャル
リュスだが、小説内で最も優れた知性を持つ人物でもあ
り、しばしばその意見はプルーストのそれと重なる部分
も多い。実際「逃げ去る女」では、プルーストはシャル
リュスにこう言わせていた。

もう25歳でもないが、あるべき境界線が壊れていな
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い社会など、私にはもはやどこにもみとめられない。
エレガンスも慎みもない大衆がタンゴを踊り、それ
はもはや私の家族にまで達している　モードも政治
も芸術も宗教も何もない。何もだ xxiv。

シャルリュスの言葉は、常に正鵠を射つつ、同時に嘘に
満ちている。同性愛を隠す、という呪われた運命を背負
う、というプルーストのビジョンを、シャルリュスは十
全に体現している。そしてここでは、タンゴが上流社会
に見事に浸透し、階級差を無視し、あるべき境界線を破
壊してしまう一つの例として提示される。もちろんこれ
はプルーストの「時の破壊作用」を描くための、一つの
道具なのであるが、タンゴはまさに階級を超え、民族を
超え、国境を越えるノマド的な文化として、うまくプルー
ストの意図に合致するであろう。
　そしてこのようなタンゴのイメージの使用法は、クイ
ア論的観点からも見事な使い方になっている。アルゼン
チンタンゴは、元々極めて男性中心主義的なシステムで
ある。しかしながら近年そのシステムを利用し、リーダー
とフォローを交代し、かつその性別の垣根を超えてタン
ゴを踊る、というクイアタンゴが世界的な広がりを見せ
ている xxv。ステレオタイプにはなるが、その主張とし
ては、男性と女性のジェンダーの壁があったとしても、
クイアタンゴはまさにそれを乗り越えようとする実践、
パフォーマンスの一つである、ということである。同性
愛者シャルリュスが語るタンゴ、もちろん彼は表向きは
タンゴに否定的である。しかしながら、タンゴ熱が国境
や、階級の壁を越えたように、シャルリュスのマゾヒス

ティックな快楽とその身体も階級と国境を越えていくだ
ろう。そしてシャルリュスがひたすらに隠し続けるクイ
ア性、男性、女性のジェンダーを乗り越えてしまう、そ
のクイア性は読者の目には明らかなのである。シャル
リュスは口ではタンゴを否定するものの、その猥雑さ、
肉感性、官能性の側に立つのである。そのような意味で、
シャルリュスは象徴的にクイアタンゴを踊る存在である。

結論

　プルーストの作品は、さまざまな当時の文化現象を見
事に掬い取ったが、アルゼンチンタンゴも同様である。
その猥雑性ゆえに煙たがれると同時に、パリ社交界の中
で流行し、ひいてはヨーロッパ全土に舞踏熱を引き起こ
したアルゼンチンタンゴ。そのタンゴの特性を、プルー
ストは巧みに小説の中に組み込んでいるといえるだろ
う。さらにはシャルリュスとタンゴを結びつけることに
よって、クイアタンゴ的な要素、ジェンダーを越える舞
踏としてのタンゴの可能性についても、予知していたか
のようである。無論、プルーストはクイアタンゴのこと
まで計算に入れていたはずもないであろうが、プルース
トの描く身体とダンスの問題は、今日のクイアタンゴの
問題系を十分に含んでおり、非常に興味深い例になって
いることは間違いない。今後、プルーストのイデアリス
ムに関してのより詳細な調査と、その身体論の把握、さ
らにはプルーストにおける舞踏の問題をクイア論の観点
から分析することが、必要になってくるであろう。
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